
資料 １

『公共事業の構想段階における計画策定プロセス研究会』

設立趣旨

国土交通省においては、社会資本整備を進めるに当たり、事業実施に

関して、透明性、公正性を確保し住民等の理解と協力を得るため、平成

１５年６月に『国土交通省所管の公共事業の構想段階における住民参加

手続きガイドライン』を策定し、事業者からの積極的な情報公開・提供

等を行うことにより住民参画を促し、住民等との協働の下で、事業の公

益性及び必要性について適切な判断を行うなど、より良い計画づくりに

取り組んでいるところである。

一方、計画づくりにあたっては、社会経済面、環境面等様々な観点か

ら総合的に判断していく必要があり、これらの取り組みが、より効果的

で実効性のあるものとするためには、計画策定プロセスをより透明性を

持ったものにしていくことが求められている。

現在、環境省において「戦略的環境アセスメント導入ガイドライン」

を策定し、事業の構想段階から環境配慮を行い、計画づくりに反映させ

る取り組みが進められているところであり、また、国土交通省において

も、既に、一部事業においては、構想段階における計画策定プロセスの

透明性をより明確にするためガイドラインを定め先行的な取り組みを実

施してきているところである。こうした取り組みを踏まえ、公共事業の

構想段階における計画策定プロセスのあり方についての横断的な考え方



を示すことにより、より良い計画に基づく、円滑な社会資本整備を推進

することを目的に本研究会を設置するものである。

※構想段階とは、事業の公益性及び必要性を検討するとともに、当該事

業により整備する施設の概ねの位置、配置及び規模等の基本的な諸元

について、事業の目標に照らして検討を加えることにより、一の案に

決定するまでの段階をいう。


